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 Mac 用音声書き起こし補助アプリケーション CasualTranscriber は，いわゆる文字起こし（transcription）
作業を補助する目的で開発しました。アプリケーションを切り替えることなく，キーボードショートカ

ットでメディアファイルを操作しながら効率的に文字起こし作業を進めることができます。本セミナー

では，この CasualTranscriber を使って，映像・音声素材を書き起こすところから，主にリスニング用の
教材にするまでを説明しながら，一緒に作業を進めていきます。 
 
文字起こし作業 
	
 素材となるメディアファイルを操作しながら，文字起こし作業を進めていきます。まずは，メディア

ファイルを読み込んだ上で，メディアファイルを操作するショートカットの設定とエディタの設定から

始めます。そして，タイムスタンプの挿入とその利用方法，簡易波形イメージの設定方法を説明し，実

際に文字起こし作業を行います。 

図 1. CasualTranscriber での文字起こし作業 
 
メディアファイルの扱い 
	
 メディアファイルはショートカットを使った再生操作だけでなく，音声のみの保存や，タイムスタン

プと組み合わせることで，必要な部分の抜き出しやファイルを分割して保存，また，複数のファイルの

結合などができます。あくまでも簡易的な機能なので複雑なことはできませんが，簡単に説明し操作を

行っていきます。 
 
字幕付きメディアファイルの作成 
	
 CasualTranscriber には，音声・映像ファイルに字幕を付けて保存する機能が付いているので，その手
順を説明し，実際にメディアファイルに字幕を付けていきます。これには，書き起こしたテキストやあ

らかじめテキストが用意されている場合に，どのようにテキストを整形してタイムスタンプを挿入して

いくのかを説明しながら実行していきます。 



 

授業などでの教材提示 
	
 授業などで音声・映像素材を提示するために，複数のメディアファイルを読み込んで切り替えたり，

プロジェクタなどをつないだ別画面にビデオを全画面表示する機能も付いています。また，Keynote な
どで作ったスライドショーを書き出した PDF ファイルを読み込んで，別画面にスライドショーを表示
しながらメディアファイルを扱うこともできます。当日は簡単なデモンストレーションのみとなります。 
 
音声付きテキストデータベース・ファイルデータベースの扱い 
	
 データベースを使って，書き起こしたテキストファイルを管理したり，音声素材に関連付けてタイム

スタンプで区切ったテキストを管理する機能があります。テキストデータベースでは，簡易 KWIC 検
索で使いたいテキストを含む素材を探して，その部分の音声をファイルとして書き出すこともできます。 
 
リスニング用教材の作成 
	
 CasualTranscriber では，文字起こしだけでなく，書き起こしたり用意されたテキストを使って，リス
ニング用の教材を作成することができます。紙に印刷する前提のカッコ埋めや並べ替え教材だけでなく，

HTML + Javascript を使ったウェブ教材を作成して必要なファイルを書き出す機能があるので，それらを
使って教材作成を行います。 

図 2. HTML 穴埋め練習問題 
 
セミナーに参加される方へ 
	
 当日はハンズオンで進める予定ですが，会場では Mac が用意できないため，CasualTranscriber （およ
びマニュアル）をサイトからダウンロードしインストールした上で，ご自身の Mac (OS X 10.9 Mavericks 
以降必須) を会場へお持ちください（聴講のみも可）。また，作業を行うのに必要な最低限の素材は英語
のものを用意する予定ですが，それ以外の言語の素材や使い慣れた素材（音声・ビデオファイル，およ

び，その書き起こしたテキストファイル）があれば，お持ちいただくと作業が進めやすくなります。 
 
CasualTranscriber ダウンロード（最新版（version 2.5.x）をダウンロードしておいてください。） 
https://sites.google.com/site/casualconcj/yutiriti-puroguramu/casualtranscriber 
 
OS 10.7 (Lion) もしくは 10.8 (Mountain Lion) をお使いの方は，紹介するすべての機能は使えませんが，
version 2.0 beta をインストールしていただくと，基本的な操作はできます。 


